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『
語
叢
三
』
の
再
検
討

ー
1

竹
簡
の
分
類
と
排
列
ー
ー
ー

郭
庖
楚
筒

序

ι 
百

郭
底
楚
簡
に
お
い
て
『
語
叢
』
と
仮
称
さ
れ
た
四
篇
の
文
献
の
内
、

『
語
叢
一
」
『
語
叢
ニ
」
『
語
叢
=
一
』
の
三
篇
は
、
字
体
・
容
字
・
編
線

数
な
ど
の
諸
点
で
『
語
叢
四
」
と
異
な
り
、
他
の
郭
庖
楚
簡
と
の
聞

に
も
顕
著
な
特
異
性
を
示
す
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
郭
底
楚
簡
の
中

で
も
取
り
分
け
釈
読
が
困
難
な
文
献
で
あ
り
、
大
半
の
竹
簡
の
接
続

が
不
明
で
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
各
簡
の
全
体
的
な
排
列
に
つ
い

て
復
原
の
手
だ
て
す
ら
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
。
と
う
し
た
釈
読
上

の
困
難
さ
は
、
そ
も
そ
も
原
簡
が
一
連
の
文
章
体
で
は
な
く
、
独
立

し
た
短
文
を
中
心
と
し
、
し
か
も
そ
の
背
後
に
多
様
な
思
想
内
容
が

想
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
内
容
上
の
特
殊
性
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
竹
簡
の
排
列
に
つ
い
て
一
定
の
結
論
を
導
き
が
た

く
、
近
年
で
は
各
篇
内
部
の
排
列
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
『
語
叢
こ

と
『
語
叢
三
』
と
を
統
合
し
て
新
た
に
二
篇
に
改
編
す
る
見
解
な
ど

福

哲

之

田

も
提
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
豆
盟
主
ニ
』
を
中
心
に
そ

の
区
分
と
排
列
に
関
す
る
先
行
研
究
を
検
討
し
、
釈
読
の
前
提
と
な

る
一
つ
の
基
軸
を
提
示
し
て
み
た
い
。

『
垣
間
援
三
』
の
区
分
・
排
列
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
管
見
の

及
ん
だ
も
の
に
は
以
下
の
三
種
が
あ
お
(
〈
〉
は
本
稿
に
お
け
る
略

号)。①
剤
門
市
博
物
館
編
『
郭
庖
楚
基
竹
筒
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
九

八
年
五
月
)
:
:
:
〈
文
物
v

②
李
零
「
郭
底
楚
簡
校
読
記
」
(
『
道
家
文
化
研
究
」
第
十
七
輯
郭

庖
楚
筒
専
号
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
居
、
一
九
九
九
年

八
月
)
・

j
〈
校
読
記
〉

③
徐
宗
流
・
劉
祖
信
『
郭
底
楚
筒
先
秦
儒
家
侠
書
校
釈
』
(
高
巻
楼

図
書
有
限
公
司
、
二

O
O
一
年
二
月
)
:
:
〈
校
釈
〉

郭
庖
楚
筒
研
究
の
基
礎
資
料
で
あ
る
〈
文
物
〉
と
比
較
す
る
と
、



〈
校
読
記
〉
は
『
語
叢
=
一
』
全
体
の
区
分
が
合
致
し
、
内
部
の
竹
簡
の

排
列
が
異
な
る
の
に
対
し
、
〈
校
釈
〉
は
排
列
の
前
提
と
な
る
区
分
そ

の
も
の
に
改
変
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
ま
ず
〈
校
釈
〉

の
検
討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

治
宗
流
・
劉
祖
信
「
郭
底
楚
簡
先
秦
儒
家
供
書
校
釈
」

の
検
討

治
宗
流
氏
の
執
筆
に
か
か
る
〈
校
釈
〉
の
「
前
一
号
一
一
口
」
に
は
、
内
外

の
学
者
の
意
見
、
特
に
属
機
・
彦
名
春
・
郭
祈
・
李
家
浩
氏
ら
の
提

)
案
に
よ
り
、
郭
庖
楚
簡
の
倹
書
十
二
篇
を
三
組
に
分
け
て
処
理
を
進

嗣
め
た
と
あ
り
、
第
三
組
に
言
叢
』
を
位
置
付
け
、
そ
の
区
分
に
つ

討
い
て
以
下
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

轍
『
語
叢
』
了
二
ニ
ニ
・
四
矯
第
三
組
。
根
拠
鹿
撲
先
生
的
提
示
、

の
将
『
語
叢
』
一
・
三
合
在
一
起
・
重
新
耕
接
、
然
後
分
潟
上
・

司
下
篇
。
『
雷
同
叢
了
三
』
上
篇
、
存
筒
四
∞
枚
、
分
盛
岡
8
章
、
以
「
天

献
生
百
物
・
人
皇
民
」
局
中
心
、
擬
定
篇
名
局
「
天
生
百
物
」
。
『
語

削
叢
一
二
一
一
』
下
篇
、
存
簡
%
枚
、
分
8
章
、
以
「
子
孝
父
愛
、

楚
非
有
矯
也
」
矯
中
心
、
擬
定
篇
名
馬
「
父
子
兄
弟
」
。
『
語
援
一
一
』
、

靴

存

簡

M
枚
、
以
「
情
生
於
性
、
組
生
於
情
」
局
中
心
、
擬
定
篇

名
局
「
趨
生
於
情
」
。
「
語
叢
四
』
、
存
簡
幻
枚
、
其
内
容
主
要
是

論
述
懐
言
・
善
慮
之
理
、
以
文
中
的
「
慎
言
訣
行
」
局
篇
題
。
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本
書
中
的
『
語
叢
』
四
篇
、
分
別
居
周
「
天
生
百
物
」
(
「
語
叢
了

=
一
』
上
篇
)
・
「
父
子
兄
弟
」
(
『
語
叢
一
・
一
ニ
』
下
篇
)
・
「
躍
生

於
情
」
(
『
語
叢
ニ
』
)
・
「
慎
雪
一
一
品
同
行
」
(
『
垣
間
叢
四
』
)
。

こ
の
記
述
か
ら
、
〈
校
釈
〉
は
〈
文
物
〉
の
「
語
叢
一
』
と
『
語
叢

=
一
』
と
を
統
合
し
て
上
下
二
篇
に
改
編
し
、
上
篇
を
「
天
生
育
物
」
、

下
篇
を
「
父
子
兄
弟
」
と
題
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
に
は
鹿

撲
氏
の
見
解
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
劉
祖
信
氏
の
執
筆
に
か
か
る
〈
校
釈
〉
の
「
剤
門
郭
庖
楚

墓
竹
筒
概
述
」
に
は
、
劉
祖
信
氏
が
彰
浩
氏
・
玉
停
富
氏
と
と
も
に

「
剤
門
市
博
物
館
郭
居
楚
簡
整
理
研
究
小
組
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
郭

居
楚
簡
の
整
理
を
担
当
し
た
研
究
者
で
あ
り
、
と
く
に
簡
文
編
連
工

作
に
は
劉
祖
信
・
彰
浩
の
両
氏
が
従
事
し
、
五
年
に
わ
た
る
賑
辛
努

力
の
結
果
、
よ
う
や
く
全
て
の
筒
文
の
識
読
・
編
連
お
よ
び
校
釈
が

完
成
し
、
袋
錫
圭
氏
の
審
校
を
経
て
、
文
物
出
版
社
か
ら
『
郭
居
楚

墓
竹
筒
』
を
刊
行
し
た
と
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
〈
校

釈
〉
が
〈
文
物
〉
の
『
語
叢
こ
と
『
語
叢
一
ニ
』
と
を
新
た
に
統
合
・

改
編
し
た
こ
と
は
、
劉
祖
信
氏
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
見
解
の
変
更
を

意
味
す
る
と
い
う
点
で
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

〈
校
釈
〉
「
天
生
百
物
」
一
の
【
注
】
①
に
は
、

鹿
撲
先
生
引
述
清
人
畢
況
整
理
「
墨
経
」
的
故
事
説
、
「
現
在
『
語

叢
三
」
的
那
些
嬰
欄
筒
、
有
無
可
能
也
是
某
種
。
経
。
?
現
在
語

叢
一
・
ニ
・
三
裡
被
連
績
著
的
許
多
筒
、
是
否
混
有
本
該
分
欄
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努
讃
的
簡
?
」
同
時
指
出
「
経
文
H

生
局
貴
。
的
か
説
。
文
、

也
許
便
是
『
語
叢
一
』
第
十
八
二
十
一
簡
的
，
天
生
百
物
、

人
魚
貴
・

.
0

等
等
」
(
見
「
『
語
叢
』
臆
説
」
中
国
哲
学
第
二

十
輯
)

と
あ
り
、
〈
校
釈
〉
が
根
拠
と
し
た
臆
撲
氏
の
見
解
と
は
、
具
体
的
に

は
「
「
語
叢
』
臆
説
」
(
『
郭
庖
楚
簡
研
究
〈
中
国
哲
学
第
二
十
輯
〉
』

所
収
、
一
九
九
九
年
一
月
、
遼
寧
教
育
出
版
社
)
を
指
す
乙
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、
「
墨
経
」
の
「
讃
此
書
芳
行
」
と
『
諾
叢
三
』

の
第
似
距
以
後
に
見
ら
れ
る
上
下
両
欄
に
よ
る
芳
読
形
式
と
の
関
連

か
ら
、
第
刷
出
簡
以
後
の
九
簡
が
「
経
」
の
残
簡
で
あ
る
可
能
性
を
指

摘
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
「
経
」
に
対
し
て
「
説
」
に
相
当
す
る
と

見
な
さ
れ
る
部
分
を
『
語
叢
一
』
『
語
叢
三
』
か
ら
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
論
文
に
お
い
て
臆
撲
氏
は
『
語
叢
一
』
『
語
叢

=
一
』
の
統
合
・
改
編
と
い
う
点
に
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
〈
校
釈
〉
は

鹿
撲
氏
の
指
摘
す
る
「
語
叢
こ
「
垣
間
叢
二
一
』
の
内
容
上
の
関
連
を
区

分
の
問
題
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
形
で
展
開
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

腿
撲
氏
が
具
体
的
に
指
摘
す
る
如
く
、
確
か
に
『
語
叢
ご
と
『
語

叢
=
一
」
と
の
間
に
は
、
内
容
面
に
お
け
る
密
接
な
関
連
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
両
者
の
区
分
の
改
変
に
つ
い
て
は
、
竹
筒
の

形
制
の
面
に
お
い
て
、
以
下
の
如
き
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。

『
器
開
叢
一
』
『
吉
間
接
二
』
『
語
叢
三
』
の
形
制
を
比
較
す
る
と
、
編
線

数
・
簡
端
・
字
体
の
三
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
簡
長
に
つ
い
て
は

[表
1

言
語
殻
』
(
了
二
・
一
ニ
)
の
形
制
(
「
字
体
」
は
〈
校
読
記
〉

の
種
別
に
よ
る
)

殻語 喜語椴 名文献

基七 五
四

七 五 七

簡

七 五 七
長 l

. ， . 

七 四

襲数 | 道 道 道

平斉 平斉 平斉

第五種 第五種 第五種

『
語
叢
こ
「
垣
間
叢
=
一
』
と
『
語
叢
二
』
と
の
聞
に
明
確
な
相
違
が
認

め
ら
れ
る
[
表
1
]
。
『
語
叢
こ
『
語
叢
=
一
』
に
比
べ
て
『
語
叢
二
』

は
約
二
叩
短
い
の
に
対
し
、
『
語
叢
こ
と
『
語
叢
三
』
と
は
最
大
で

0
・
五
叩
の
差
に
止
ま
っ
て
い
る
。
〈
校
釈
v
が
「
剤
門
郭
庖
楚
基
竹

筒
概
述
」
の
中
で
「
天
生
百
物
」
と
「
父
子
兄
弟
」
の
筒
長
を
と
も

に
一
七
・
ニ
ー
一
七
・
七
叩
と
表
示
す
る
の
も
、
『
語
叢
こ
と
『
語

叢
=
一
』
と
の
筒
長
の
差
を
同
一
篇
内
に
お
け
る
相
違
の
範
囲
と
し
て

解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

こ
の
よ
う
に
、
街
長
に
お
い
て
も
『
語
叢
一
』
と
『
語
叢
三
』
と

は
明
確
に
区
分
し
が
た
い
わ
け
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
竹
簡

を
編
綴
す
る
上
中
下
三
道
の
編
線
の
位
置
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
特
に
相
違
が
顕
著
な
下
部
の
編
線
の
位
置
を
図
版
で
計
測

す
る
と
、
『
語
叢
一
』
で
は
編
線
の
痕
跡
が
竹
簡
の
下
端
か
ら
約
二
叩

の
と
こ
ろ
に
あ
る
の
に
対
し
、
「
語
叢
三
』
で
は
約
0
・
五
叩
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
〈
文
物
〉
の
「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
竹
筒
の
図
版
は
原
寸
大



で
あ
り
、
た
と
え
あ
る
程
度
の
縮
小
差
を
考
慮
す
る
と
し
て
も
両
者

の
違
い
は
明
瞭
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
編

線
の
位
置
が
異
な
る
『
語
叢
こ
と
『
語
叢
三
』
と
は
、
別
個
の
冊

書
で
あ
っ
た
乙
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
〈
文
物
〉
に
お
い
て
も
『
語
叢
一
』
と
『
語
叢
=
一
』
と

を
区
分
す
る
最
大
の
根
拠
は
、

ζ

の
編
線
の
位
置
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
〈
文
物
〉
の
整
理
者
の
一
人
で
あ
る
劉
祖
信
氏
が
と
の
点
に
何
も

言
及
せ
ず
『
語
叢
こ
と
『
語
叢
一
一
一
』
と
の
統
合
・
改
編
を
試
み
た

の
は
不
可
解
と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
何
れ
に
し
て
も

〈
文
物
〉
の
「
語
叢
こ
と
『
語
叢
三
』
と
の
区
分
は
、
形
制
面
か
ら

。
疑
問
の
余
地
が
な
く
、
両
者
を
統
合
し
て
新
た
に
「
天
生
百
物
」
と

楠
「
父
子
兄
弟
」
と
の
こ
篇
に
改
編
す
る
〈
校
釈
〉
の
見
解
は
成
立
し
得

討
な
い
の
で
あ
る
。

検再のJ

ニ
李
零
「
郭
庖
楚
簡
校
読
記
」
の
検
討

一一一一
向
次
に
、
〈
校
読
記
〉
の
検
討
に
移
り
た
い
。
〈
校
読
記
〉
は
全
体
の

削
区
分
を
〈
文
物
〉
に
従
う
が
、
内
部
の
竹
筒
の
排
列
が
異
な
っ
て
い

縫
る
[
別
表
I
]
。

動
〈
校
読
記
〉
の
見
解
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

原
文
是
由
成
組
的
短
語
構
成
、
往
往
一
雨
句
或
爾
三
句
潟
一
段
、

白
馬
起
迄
(
占
一
簡
或
雨
簡
)
、
後
面
的
句
読
有
如
章
競
(
下
面
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一
律
用

l
表
示
)
、
匂
讃
後
空
字
、
不
再
接
紗
。
遺
類
句
讃
分
三

種
形
式
、
一
種
作
短
撒
(
如
簡
5
・
7
・
m-m)、
一
種
作
短

横
(
如
筒

n
-
n
・
お
・
幻

-mー
お

-
M
・
幻

l
n
u
・
G
・

必

-u
・
臼
・

ω
臼
)
、
一
種
作
墨
釘
(
如
簡

ω・
日
・

ω・

白山

lm
w
・

ω
-
m・
η)。
今
按
這
三
類
符
競
、
参
酌
文
義
、
重

新
排
列
。

と
述
べ
、
『
語
叢
=
一
』
の
句
読
符
号
に
「
短
撒
」
「
短
横
」
「
墨
釘
」
の

三
種
が
あ
る
と
と
を
指
摘
し
て
、
ヲ
」
れ
を
排
列
の
指
標
と
し
、
「
(
二

章
号
作
短
撒
者
」
「
(
二
)
章
号
作
短
横
者
」
「
(
三
)
章
号
作
墨
釘
者
」

の
三
類
に
区
分
し
た
釈
文
を
作
成
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
三
種
の
句
読
符
号
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
排
列
上
の
区
分
と

は
無
関
係
に
混
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、

①
句
読
符
号
と
は
無
関
係
に
推
定
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ
る
〈
文
物
〉

の
接
続
簡
に
お
い
て
、
内
容
的
な
纏
ま
り
を
も
つ
こ
と
が
明
ら

か
な
第
9
簡
か
ら
第
日
簡
の
う
ち
、
句
読
符
号
を
有
す
る
第

M
・日

-m簡
は
す
べ
て
短
搬
の
句
読
符
号
で
あ
る
。

②
形
式
上
、
同
一
箇
所
に
存
し
た
と
推
定
さ
れ
る
両
欄
形
式
の
第

臼
簡
か
ら
第

η
簡
の
う
ち
、
句
読
符
号
を
有
す
る
第
日
・
第
白
山
・

第
四
山
・
第

ω
・
第
初
・
第

η
の
す
べ
て
に
墨
釘
の
句
読
符
号
が

見
え
る
。

と
い
う
二
つ
の
根
拠
か
ら
、
李
零
氏
の
見
解
に
つ
い
て
一
定
の
妥
当

性
が
裏
付
け
ら
れ
、
豆
思
議
三
』
の
排
列
を
考
察
す
る
上
で
、
句
読
符
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》
号
へ
の
着
目
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ー
た
だ
し
、
句
読
符
号
の
あ
る
竹
簡
は
全
七
二
簡
の
内
の
三
八
簡
で

あ
り
、
句
読
符
号
の
な
い
三
四
簡
に
つ
い
て
は
、
内
容
面
か
ら
類
別

を
推
定
す
る
ほ
か
な
く
、
大
部
分
が
短
文
で
内
容
を
十
分
に
把
握
し

が
た
い
た
め
、
疑
問
の
余
地
が
多
く
生
ず
る
と
い
う
問
題
点
が
残
さ

れ
て
い
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
短
撒
」
「
短
横
」
「
墨
釘
」
の
句
読
符
号
を

も
っ
竹
簡
に
注
目
し
て
み
る
と
、
句
読
符
号
の
み
な
ら
ず
「
也
」
「
之
」

「
者
」
と
い
っ
た
頻
出
す
る
特
定
の
字
形
に
つ
い
て
も
相
互
に
相
違
が

認
め
ら
れ
る
乙
と
に
気
付
く
。
こ
の
三
字
に
基
づ
き
各
簡
の
比
較
検

[表
2
]
句
読
符
号
と
字
形
と
の
対
応
関
係
(
「
心
」
「
定
」
は
偏
芳
)

第 第 第
分類

類 類 類

圃霊 ー 横短 、議 符号

「対 執

主 込 ~ 
「之
」

急車 益事 参事 「心」

道警 語習 言主

受 者'-



[図
1
]
各
類
の
書
風
上
の
相
違

第
一
類

第

類

16 

第
三
類

41 

回福討敵
討
を
進
め
る
と
、
最
終
的
に
三
種
の
句
読
符
号
と
「
也
」
「
之
」
「
心
」

の
「
乏
」
「
者
」
の
五
字
(
偏
芳
を
含
む
)
の
形
体
上
の
異
同
と
の
聞
に

司
対
応
関
係
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

轍
李
零
氏
の
分
類
に
従
っ
て
「
短
撒
」
を
第
一
類
、
「
短
横
」
を
第
二

町
類
、
「
墨
釘
」
を
第
一
一
一
類
と
し
、
各
類
と
字
形
と
の
対
応
関
係
を
表
に

楚
ま
と
め
る
と
[
表
2
]
の
如
く
で
あ
る
。

鞠
さ
ら
に
、
字
形
の
分
析
に
よ
っ
て
一
定
数
が
得
ら
れ
た
各
類
の
竹

幻
簡
を
相
互
に
比
較
す
る
と
、
第
一
類
は
、
細
め
の
筆
画
で
一
字
の
長

ー
さ
が
比
較
的
短
い
の
に
対
し
、
第
二
類
は
、
太
め
の
筆
画
で
一
字
の

67 

長
さ
が
比
較
的
長
く
、
さ
ら
に
第
三
類
は
、
細
め
の
筆
画
で
一
字
の

長
さ
が
比
較
的
長
い
と
い
っ
た
書
風
上
の
相
違
も
存
在
す
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る
[
図
l
]
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
句
読
符
号
の
な
い
簡
に
つ
い
て
も
字
形
・
書

風
の
分
析
に
よ
り
、
そ
の
類
別
を
確
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の

で
あ
る
。
〈
文
物
〉
の
筒
号
に
従
い
、
各
筒
ご
と
に
〈
校
読
記
〉
と
筆

者
の
分
類
と
を
比
較
す
る
と
[
別
表
H
]
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
る
。

乙
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
第
幻
・
第
お
・
第
お
・
第
四
品
の
四
簡
に

つ
い
て
、
句
読
符
号
と
字
形
・
書
風
と
の
間
に
組
留
が
見
ら
れ
る
点
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で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
第
二
類
の
「
短
横
」
の
句
読
符
号
を

ロ
も
ち
な
が
ら
、
字
形
・
書
風
は
第
三
類
に
属
す
る
。
こ
の
う
ち
第
臼

簡
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
〈
校
説
記
〉
に
お
い
て
阻
蹄
が
見
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
李
零
氏
の
言
及
は
な
い
が
、
〈
校
読

記
〉
「
語
叢
三
」
の
解
説
部
分
で
「
短
横
」
の
例
と
し
て
第
臼
簡
を
挙

げ
、
他
方
「
(
三
)
章
号
作
墨
釘
者
」
に
お
い
て
は
第
臼
簡
と
「
墨
釘
」

の
あ
る
第
日
簡
と
の
接
続
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
な
る
過

誤
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
垣
間
叢
=
一
」
に
見
え
る
三
種
の
句
読
符
号
の
用
例
を
簡
数
で
示
す

と
、
「
短
撒
」
六
筒
、
「
短
横
」
二
三
筒
、
「
墨
釘
」
九
簡
で
あ
り
、
「
短

横
」
の
句
読
符
号
を
も
っ
簡
が
大
多
数
を
占
め
る
。
阻
留
を
示
す
四

簡
の
内
、
第
お
簡
は
他
の
「
短
横
」
の
句
読
符
号
に
比
べ
て
や
や
太

く
、
「
短
横
」
と
「
墨
釘
」
と
の
中
間
的
な
形
体
を
示
し
て
い
て
、
句

読
符
号
の
み
で
は
何
れ
と
も
判
別
し
が
た
い
商
を
有
し
て
い
る
。
他

の
三
簡
は
明
ら
か
に
「
短
横
」
に
属
す
る
が
、
第
お
簡
の
如
き
中
間

的
な
形
体
が
存
在
す
る
こ
と
や
「
短
横
」
二
三
例
中
一
九
例
に
つ
い

て
は
、
句
読
符
号
と
字
形
・
書
風
と
の
聞
に
明
確
な
対
応
関
係
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
四
例
を
も
っ
て
句

読
符
号
と
字
形
・
書
風
と
の
対
応
関
係
を
積
極
的
に
否
定
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
む
し
ろ
第
三
類
中
に
も
例
外
的
に
「
短
横
」
の
句
読
符

号
が
存
在
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
郎
簡
の
上
部
に
「
短
横
」
、
下
部
に

「
量
釘
」
と
異
種
の
句
読
符
号
が
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
『
語
叢
=
一
』

に
お
い
て
一
簡
中
に
ニ
個
の
句
読
符
号
を
有
す
る
の
は
、
第
日
・
第

白
山
・
第
四
山
・
第
初
・
第

η
の
五
簡
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
両
欄

形
式
に
属
す
る
。
乙
の
う
ち
第
白
山
簡
を
除
く
他
の
四
簡
は
二
個
と
も

「
量
釘
」
で
あ
り
、
「
短
横
」
「
墨
釘
」
の
異
種
の
句
読
符
号
は
第
郎
簡

の
み
に
見
ら
れ
る
。
〈
校
説
記
V

は
第
侃
簡
を
「
墨
釘
」
に
分
類
し
、

上
部
の
「
短
横
」
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
字
形
・
書
風

の
分
析
に
よ
っ
て
第
三
類
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う

し
た
点
か
ら
、
第
臼
簡
は
第
三
類
中
に
「
短
横
」
が
例
外
的
に
混
在

す
る
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
本
章
で
は
〈
校
読
記
〉
が
指
摘
す
る
三
種
の
句
読
符
号
と

字
形
・
書
風
と
の
閑
に
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
乙
と
を
指
摘
し
、

字
形
・
書
風
の
分
析
に
よ
っ
て
、
句
読
符
号
の
な
い
竹
簡
の
み
な
ら

ず
、
例
外
的
な
句
読
符
号
の
判
別
と
い
う
点
に
お
い
て
も
正
確
な
分

類
が
可
能
と
な
る
ζ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
語
叢
=
一
』
の
分
類
と
排
列

『
語
叢
三
』
の
各
簡
の
分
類
を
〈
校
読
記
〉
と
比
較
す
る
と
、
全
七

二
簡
の
う
ち
五
九
簡
は
合
致
す
る
が
、
第
口

-m
・
日

-m
・
況
-

n
・
勾

-
M
・
勾
・
川
崎
・

M
-
m
・
閉
山
簡
の
二
ニ
簡
に
つ
い
て
は
類

が
異
な
り
、
修
正
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
[
別
表
H
]
。



ま
た
、
釈
読
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
竹
筒
の
接
続
に
つ
い

て
見
る
と
、
接
続
の
相
手
が
別
類
と
な
る
た
め
成
立
困
難
と
判
定
さ

れ
る
も
の
は
、
〈
文
物
〉
が
推
定
し
た
一
五
例
の
う
ち
一
例
、
〈
校
読

記
〉
は
一
九
例
の
う
ち
六
例
で
あ
っ
た
。
既
述
し
た
如
く
〈
校
読
記
〉

が
提
起
し
た
句
読
符
号
へ
の
着
目
は
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
接
続
の

推
定
で
は
〈
文
物
〉
を
前
提
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
却
っ
て
修
正

点
が
増
加
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
『
垣
間
態
』

の
如
く
短
文
で
あ
る
た
め
内
容
の
正
確
な
把
握
が
む
ず
か
し
く
、
し

か
も
〈
文
物
〉
図
版
末
尾
に
附
さ
れ
た
「
竹
筒
残
片
」
中
に
『
語
叢

=
一
』
の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
残
片
が
あ
り
、
現
存
の
竹
筒
以
外
に
も

)
一
定
量
の
紋
失
簡
が
存
在
し
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
、

嗣
強
い
て
接
続
を
試
み
る
と
牽
強
付
会
に
陥
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
を

討
示
す
も
の
で
あ
る
う
。

搬
以
下
、
筆
者
の
分
類
に
基
づ
く
『
語
叢
三
』
の
排
列
案
と
釈
文
を

の
掲
抗
、
そ
の
後
に
〈
校
説
記
V

に
お
け
る
当
該
竹
簡
の
分
類
・
排
列

司
を
示
し
、
修
正
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
釈
文
で
は

鵠
三
種
の
句
読
符
号
を
「
短
撒
」
¥
「
短
横
」
一
、
「
墨
釘
」
圃
で
表
示

即
し
た
。
ま
た
〈
校
読
記
〉
の
筒
号
中
、
枠
で
囲
ん
だ
数
字
は
、
筆
者

楚
の
分
類
に
お
い
て
当
該
類
以
外
の
簡
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

庖vp
 

仏

5
4m

第
一
類
・
二

O
筒

l

[
排
列
案
〕

(
1
)
 

(4) 

(6) 

(
3
)
6
7
 

(
5
)
川
崎

50 9 
I I 
51 10 

~ll 
7 I 
- 12 
57 I 

13 

14 ~ 
I 2 
15 -
I 8 
16 

1
1
2
1
3
1
4
I
5
 

[
釈
文
]

(
1
)
父
亡
悪
、
君
猶
父
也
。
其
弗
悪
l
也
、
猶
三
軍
雄
也
、
正

也
。
所
2
以
異
於
父
、
君
臣
不
相
戴
也
、

3
則
可
己
、
不

悦
、
可
去
也
、
不
4
義
而
加
諸
己
、
弗
受
也
。
、

5

(
2
)
父
孝
子
愛
、
非
有
馬
也
。

8

(3)
友
、
君
臣
之
道
也
。
長
弟
、
孝
6
之
方
也
。
、

7

(4)
輿
矯
義
者
遊
、
益
。
輿
荘
9
者
慮
、
益
。
這
習
度
章
、
益
。

m輿
褒
者
慮
、
損
。
輿
不
好
日
昌
平
者
遊
、
損
。
庭
而
亡
骸

ロ
習
也
、
損
。
自
示
其
所
能
、
損
。
日
自
示
其
所
不
族
、

益
。
、
遊
日
比
蔵
、
益
。
嵩
志
、
益
。
在
心
、
益
。
、
日

所
不
行
、
益
。
必
行
、
損
。
、
日

5
)
思
亡
題
、
思
亡
期
、
思
亡
怠
、
思
同
日

(6)
志
於
道
、
厚
於
徳
、
依
於
仁
、

印
遊
於
襲
。
、
一
凶
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(7)
人
之
性
非
輿
止
乎
其
日

こ喜
章

1 号
作
短
liI! 
者

1

2

3

1

4

5

/

1
・
2

9
1
0
1
1
1
2
1
3
4
|
5
!日

、3
.
l
L
n
u
l
l
i
-
-

:
1
5
l
!
5
 

(
ニ
)
章
号
作
短
横
者

日・

l

m
出

国

会
乙
章
号
作
墨
釘
者

日
一

1

川
崎
園

o
o
-
-
F
U
l
l
n
t
 

。

白

川

T
ム

[
修
正
点
〕

簡
の
分
類
で
は
、
(
二
)
の
貯
と
(
三
)
の
絡
を
第
一
類
に
移
す
。

接
続
で
は
、
合
乙

U
H
I
U

闘
の
引
が
第
二
類
、
(
三
)
U
H

l

必
|
図
の

ωが
第
三
類
で
あ
り
、
別
類
の
組
み
合
わ
せ
と
な

る
た
め
成
立
し
な
い
。

な
お
、
必

ωの
接
続
は
す
で
に
〈
文
物
〉
に
示
さ
れ
て
お
り
、

〈
文
物
〉
が
接
続
を
推
定
し
た
一
五
例
の
う
ち
筆
者
の
分
類
に
お
い
て

唯
一
別
類
の
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
〈
文
物
〉

〈
校
読
記
〉
両
者
の
推
定
が
合
致
し
て
筆
者
の
分
類
と
阻
僚
を
き
た
す

唯
一
の
例
で
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
具
体
的
に
取
り
上
げ
て
お
き
た

し

ま
ず
、
必
・
必
の
本
文
を
示
す
。

思
亡
掘
、
思
亡
期
、
思
亡
怠
、
思
必

亡

不

由

我

者

。

圃

必

持
は
末
尾
が
「
恩
」
字
で
終
わ
っ
て
次
筒
へ
続
く
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
り
、
「
思
亡
」
と
い
う
構
文
の
共
通
性
か
ら
「
亡
」
字
が
簡
の
冒

頭
に
き
て
文
末
符
号
が
あ
る

ωへ
接
続
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ

る
。
こ
の
限
り
で
は
極
め
て
妥
当
な
推
定
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る

が
、
な
お
以
下
の
二
つ
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
は
、
前
述
し

た
如
く
『
語
叢
』
に
は
一
定
量
の
紋
失
簡
が
存
在
し
て
お
り
、
現
存

の
竹
筒
以
外
に
も
接
続
簡
が
存
在
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
第
二
は
、
川
叩
と

ωと
は
確
か
に
構
文

上
の
合
致
と
い
う
点
か
ら
接
続
を
想
定
し
う
る
も
の
の
、
同
時
に

ω

が
「
思
亡
」
と
い
う
構
文
と
は
無
関
係
の
独
立
し
た
短
文
、
あ
る
い

は
別
個
の
文
章
の
続
き
で
あ
る
可
能
性
も
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
構
文
上
の
合
致
は
決
し
て
両
簡

の
接
続
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
印
日
や
M
m
w
の

よ
う
に
『
論
語
」
と
の
合
致
に
よ
っ
て
接
続
が
確
定
さ
れ
る
よ
う
な

例
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
句
読
符
号
・
字
形
・
書
風
と
い
っ
た
形
式
的
な
特
徴
か

ら
帰
納
さ
れ
、
〈
文
物
〉
が
接
続
を
推
定
し
た
一
五
例
中
一
四
例
が
整



合
す
る
分
類
を
、
川
町
!
必
の
一
例
を
線
拠
に
否
定
す
る
こ
と
は
困
難

と
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
新
た
な
分
類
に
よ
っ
て
、
こ
の

両
簡
の
接
続
は
、
偶
然
に
構
文
上
の
合
致
を
生
じ
た
た
め
、
却
っ
て

推
定
に
錯
誤
を
き
た
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
の
で

あ
る
。

第
二
類
い
二
九
筒

[
排
列
案
]

(1)
お
|
幻

(
2
)
m
(
3
)
m
U
(
4
)
幻

(5)
初

(
6
)
ω
(
7
)
幻

(8)
必

(9)
犯

(
叩
)
斜
(
日
)
お
幻
(
ロ
)
お
(
日
)
犯

(
M
)
鈎

(

日
)

H

H

(

日
)
必

H
H

必
|
日
制
(
口
)

M

(
刊
日
)
弱
ー

ω
(刊
日
)
同
加
(
却
)
但
(
幻
)
内
出
(
泣
)
門
出

郭庖楚簡「語毅三」の再検討(福田)

釈

TZ 
徳
至
直
者

支
者
至
亡
26 
関。

27 

(2)
至
亡
問
、
則
成
名
。

-
m

3
)
未
有
其
至
、
則
仁
銅
者
お
莫
得
普
其
所
。

-
U

131 

(
4
)
智
銅
者
寡
謀
。
一
幻

5
)
愛
銅
者
親
。
一
日
出

(6)
愛
親
則
其
方
愛
人
了

ω

(
7
)
:
:
:
会
者
卯
。
一
辺

8
)
卯
則
難
犯
也
。
一
必

(9)
兼
行
則
究
者
中
。
一
日
品

日
)
交
一
行
則
M

(
日
)
喪
、
仁
也
。
義
、
{
且
也
。
愛
、
仁
お
也
。
一
釘

ロ
)
:
:
・
也
。
義
庭
之
也
。
稽
行
之
お
[
也
。
]

日
)
不
善
揮
、
不
篤
智
。
一
山
崎

(U)
物
不
備
、
不
成
仁
。
一

ω

日
)
働
哀
也
、
=
一
働
度
也
。
一
組
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(
日
)
強
之
樹
也
、
強
取
之
也
。
必
度
依
物
以
情
行
之
者
。

U
H
或

由
其
避
、
或
由
其
不
位
進
、
或
由
其
可
。
一

MM

げ
)
紫
、
服
徳
者
之
所
融
市
也
。
日
品

(
四
)
賓
客
之
用
幣
也
、
非
正
、

邸
内
貨
也
、
離
必
兼
。
一

ω

(
閉
山
)
有
性
有
生
。
乎
生
有
混
同
出

(
初
)
孝
。
一
臼

幻
)
行
ず
此
、
友
会
。
一
位

幻
)
忠
則
曾
。
目
白

[
校
読
記
]

(
二
)
章
号
短
横
者

4
一
l

回
i
図
|
図
l
m
/
4
V，U

3

・
i
5
1
6
1
7

z

、・
E

、
q
a
-
-
q
u
l
l
q
d

38 

a
υ
H
1よ

認

/
6
H
2

お
ー
幻
/
6
H
6

m
u
/
6
一7

日
制

/

6

3

/

6
一5

M
/
6
H
4
 

28 

47 
/33 

6 

8 

55 46 41 31 
I I / 
60 44 6 

42 9 

43 

40 

ω
/
6
一一山

ワ
a
H
1
4

Q
O
H
1
4
 

Q
d
U
1
4
 

11 10 

1 1 

図

l
m

図
|
臼
/
口
一
2

日
図
|
囚

内

53
FhU 

2
3
章
号
墨
釘
者

日
・

I

M

園

つhJ

・1
4

1
・

[
修
正
点
]

簡
の
分
類
で
は
、
(
三
)
の
日
を
第
二
類
に
移
す
。
接
続
で
は
、
(
二
)

4
一
1

回
1
園
|
図
|
ぬ
の
口

-
m
-
mが
第
三
類
、

U
H
-
-

図
l
m
の
回
が
第
三
類
、
口
一

1

図
l
m
の
貯
が
第
一
類
、

U
H

2
四
国

i
図
|
困
の

m-nが
第
三
類
、
(
三
)
回
一

l
U
A
l図

の
印
が
第
三
類
で
あ
り
、
別
類
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
た
め
成
立

し
な
い
。

第
三
類
一
二
三
筒

[
排
列
案
]

(
l
)
口
|
刊

M
U
m
-
n

(
4
)
μ
(
5
)
お

(6)

(
2
)
幻

必

(7)

(
3
)
n
 

n
L
I
1
1

門。

庁

O
I
l
l
k
d



[
釈
文
]

(
1
)
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(8) 
(ロ)

(
日
)

(
問
)

(
幻
)

日

(9)
印
(
叩
)
山
田

a

侃

a

(
日
)
付
加

a

m

a

(
口

)

間

山

a

〈

ω
a
は
紋
損
〉

(
M
)
m
a

九

a
n
a
(
M
)
ω
b
|白
山

b

(
口

)

山

山

b

m

b

(
刊
日
)
四
叩

b

ω

b

(
却
)
初

b

礼

b

n

b

天
型
成
、
人
興
物
斯
理
。
日
ロ
勿
以
日
、
勿
有
理
。
而
問

地
能
均
之
生
之
者
、
在
早
。
四
春
秋
亡
不
以
其
生
也
亡
初

耳
。
一
幻

2
)
仁
、
厚
之
[
至
也
。
]
幻

(

3

)

[

喪
、
仁
]
之
端
也
。
一
お

4
)
義
、
徳
之
進
也
。
圃
M

5
)
義
、
善
之
方
也
。
一
お

(6)
亡
不
由
我
者
。
圃

ω

7
)
善
日
過
我
、
一
我
日
過
善
。
賢
臼
者
唯
其
止
也
以
異
。
園
田

(8)
進
食
之
道
、

此
食
乍
安
。
日

9
)
得
者
楽
、
失
者
哀
。
園
町
叩

(
日
)
母
意
、
母
国
、

併
は
母
我
、
母
必
。
園
町
w
a

(
日
)
亡
=
由
也
者
。
一
日
凶

a

ロ
)
名
弐
、
物
参
。
園
町
山

a

(
臼
)
有
天
有
命
有
印

a
i
-
-
・
(
紋
損
)
:
:
:
ω
a

M
)
生
。
・
初

a

(
日
)
命
輿
度
、
奥
n
a
乎
物
。

E
η
a

日
)
亡
物
不
物
、
制
b
皆
至
濡
。
-
白
b

(
口
)
亡
非
融
市
者
。
圃
侃
b

(
国
)
生
局
貴
。
園
切
b
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(
四
)
有
性
有
生
、
乎
印
叩
b
名
。
圃
的
b

初
)
盛
岡
其
型
。
・
刊
川
b

幻
)
有
性
有
生
九
b
者
。
圃
η
b

[
校
読
記
]

(
ニ
)
章
号
作
短
横
者

t
t
l
L
η
t
n
6
n
u
l
-
-
丙ヨ

4

・
J

I

l

l

E

5

一l
m
/
5
H
q，
“
お
/

5

3

m
y
i
日
|
園

1

・
1

E

o

l

-

-

;

E

2

2

 

3
一
)
章
号
作
墨
釘
者

日一

1

圏

l
ω

A
A
-
-
L
η
，u
q
u
 

l

・
]

5

1

5

お
い

l

図
|
印

6

-

-

8

l

9

t

o

t

/

6

・1
1

1

2

1

/

1
4
1
J
F
O
E
-
-
c
o
z
-
-
ヮ
'
E
/
1ょ
・

r
4
η
t
E
1
1
7
e
g
/

nb
・

》

》

ヴ

t
t
/
F
O
-
-
-
F
0
1
/
n
b
-
-
〉

k
u
t

1

・
:

6

E

/

1

・
4

6

E

/

1

・
f

6

E

げ一

l
m
m
b
l
ω
b
/
口一

2
m
b
/
げ

.
3
行

b

ー
η
b
/
口・

4
m
b
/
万一

5
ω
b
/
口

.
6

侃

m
/
5
H
4
 

b 

[
修
正
点
]

簡
の
分
類
で
は
、
(
二
)
の
げ

-m・
日
・

n
-
n
-
M
・お

-m-

m
-
n
を
第
三
類
に
移
す
。
接
続
で
は
、
(
二
)
4
一
1
U
l
m

-
u
i図
の
却
が
第
二
類
、

m
一
l

日
園
の
位
が
第
二
類
、

日一

2

図
|
初
幻
の
四
仰
が
第
二
類
、
(
三
)
日

γ
l
園
ー

ω

の
川
町
が
第
一
類
、
回
一

1

図
|
回
の
日
が
第
二
類
で
あ
り
、
別

類
の
組
み
合
わ
せ
と
な
る
た
め
成
立
し
な
い
。

25 

結

語

本
稿
で
は
、
『
語
叢
=
一
』
の
区
分
と
排
列
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
『
垣
間
叢
一
』
と
『
語
叢
三
』
と
は

編
線
の
位
置
に
明
確
な
相
違
が
認
め
ら
れ
、
も
と
も
と
別
個
の
冊
書

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
〈
文
物
〉
の
区
分
に
従

う
べ
き
で
あ
り
、
両
者
を
統
合
・
改
編
す
る
〈
校
釈
〉
の
見
解
は
成

立
し
得
な
い
乙
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
排
列
に
つ
い
て
は
、
三
種

の
句
読
符
号
に
よ
り
竹
簡
が
三
分
類
さ
れ
る
と
の
〈
校
説
記
〉
の
見

解
を
踏
ま
え
て
、
句
読
符
号
と
字
形
・
書
風
と
の
聞
に
対
応
関
係
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
字
形
・
書
風
の
分
析
に
よ
っ
て
、
句

読
符
号
の
な
い
竹
簡
や
例
外
的
な
句
読
符
号
を
も
っ
竹
簡
に
つ
い
て

も
正
確
な
分
類
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、

新
た
な
分
類
に
基
づ
き
、
「
語
叢
三
』
の
排
列
案
と
釈
文
を
提
示
し
た
。



現
時
点
で
は
、
一
ニ
類
相
互
の
順
序
や
各
類
内
部
に
お
け
る
竹
簡
の

排
列
を
確
定
す
る
手
懸
か
り
を
得
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
で

提
示
し
た
三
分
類
を
基
軸
に
掘
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
語
叢
=
一
」
の

釈
読
に
関
わ
る
議
論
を
一
定
の
範
囲
内
に
絞
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
各
類
内
部
に
お
げ
る
竹
簡
の
接
続
・
排
列

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

‘王
(
l
)

張
光
裕
主
編
『
郭
庖
楚
簡
研
究
第
一
巻
文
字
編
』
(
芸
文
印
書
館
、

一
九
九
九
年
一
月
)
も
郭
庖
楚
簡
の
釈
文
を
載
せ
る
が
、
文
字
に
若
干

の
異
同
が
見
ら
れ
る
ほ
か
は
、
区
分
・
排
列
と
も
〈
文
物
〉
に
従
う
た

団
め
、
本
稿
で
の
検
討
の
対
象
か
ら
は
除
外
し
た
。

的

(
2
)

以
下
、
本
稿
に
お
砂
る
竹
簡
の
番
号
は
、
〈
文
物
V

所
収
「
語
叢
=
一

対
図
版
」
の
簡
号
を
示
す
。

問
問

(
3
)

こ
の
う
ち
第
侃
簡
に
は
、
例
外
的
に
「
墨
釘
」
と
と
も
に
「
短
横
」

の
の
句
読
符
号
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
論
中
に
お
い
て

司

後

述

す

る

。

轍

(4)

第
臼
簡
の
句
読
符
号
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
符
号
が
他
と
異

院
な
り
、
同
時
に
重
文
符
号
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ
点
も
考
慮
し
て
お

繍
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

配

(
5
)

各
句
読
符
号
の
簡
数
は
、
〈
校
読
記
〉
「
語
殻
=
一
」
が
掲
げ
る
句
読
符

郭
号
別
の
筒
号
の
集
計
に
よ
る
。
た
だ
し
「
短
撤
」
に
つ
い
て
は
、
〈
校

読
記
〉
が
指
摘
し
て
い
な
い
第
一
四
二
五
簡
に
も
見
え
る
こ
と
が
図

版
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
た
め
集
計
に
加
え
た
。
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(6)

〈
文
物
V

は
図
版
末
尾
に
「
附
竹
簡
残
片
」
と
し
て
二
七
点
の
残

片
の
図
版
を
掲
げ
て
い
る
。
〈
校
読
記
〉
は
こ
れ
ら
の
残
片
に
つ
い
て

「
這
些
残
片
絶
大
多
搬
都
是
出
自
「
語
叢
一
ニ
』
或
「
垣
間
叢
一
』
」
と
述
べ
、

字
体
に
よ
り
四
つ
に
分
類
し
、
そ
の
(
四
)
可
能
厩
於
第
五
種
字
飽
的

残
片
(
佑
計
多
厨
於
『
語
叢
三
』
或
『
語
殻
一
』
)
に
1
1
M
・
M
-

u
・
お
・
却
の
二

O
点
を
入
れ
て
い
る
。

(7)

以
下
、
『
語
殻
一
ニ
』
の
釈
文
は
〈
文
物
V

〈
校
読
記
〉
に
よ
り
、
可
能

な
限
り
通
行
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。
な
お
、
本
稿
の
分
類
を
踏
ま
え
た

『
語
叢
一
ニ
』
の
訳
注
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
発
表
す
る
予
定

で
あ
る
。

(B)

印
|
日
・
山
田
|
日
の
本
文
と
『
論
垣
間
』
と
を
並
記
し
て
掲
げ
る
と
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

志
於
道
、
庫
於
徳
、
依
於
仁
、
印
遊
於
響
。
、
一
社

・
『
論
語
』
述
而
「
子
目
、
志
於
道
、
披
於
徳
、
依
於
仁
、
務
於
欝
」

母
意
、
母
国
、
目
別

a
母
我
、
母
必
。
圃
臼

a

・
『
論
語
』
子
牢
「
子
絶
四
、
母
意
、
母
必
、
母
国
、
母
我
」

(9)

〈
校
読
記
〉
は
両
欄
形
式
の
第
臼
簡
か
ら
第

η
簡
の
竹
簡
に
つ
い

て
、
上
欄
を

a
、
下
欄
を
b
と
表
示
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ

た。
[
付
記
]
本
稿
は
、
平
成
十
三
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
・

基
盤
研
究
B
「
戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究
」
(
研
究
代
表
者
・
竹
田

健
二
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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[
別
表
I
]

〈
校
読
記
〉
「
語
叢
一
ニ
』
排
列
一
覧
表
(
コ
ロ
ン
の
数
字
は
内

容
上
の
区
分
を
示
す
)

(
こ
章
号
作
短
撒
者

1 1 

2 1 

2 

1 

3 

1 

1
1
2
1
3
1
4
1
5
 

8
1
6
1
7
 

1 9 
14 1 

1 10 
15 1 

111 
16 1 

12 

13 

(
二
)
章
号
作
短
横
者

50 

51 

4 4 

2 1 

民

υ
口

t
A

5
U
2
 

5

一3
5
H
4
 

5

・5

66666666 6 6  

W 9 8 7 6 5 4 321  

38 17 

18 

19 

39 

35 25 24 23 22 

36 

37 

2
 

3
 

5
 

4
 

4
 

3
 

3
 

3
 

鵠

l
幻

9
 

2
 

m
l灯

3
 

0
 

3
 

0
 

4
 

7
s
I
 

a
u
u
t
i
 

9 

1 

10 

1 

U
H
I
 

-
-
!
 

1

・
:

2

・l
1

:

 

13 

1 

14 

1 

15 

1 

16 16 16 16 16 

5 4 3 2 1 

17 17 17 17 17 17 

6 54321  

46 41 

44 

42 

43 

55 

60 

56 

62 

7

1

 

5
1
6
 

日
l
初

l
n

m
 

)
章
号
作
墨
釘
者

48 

49 

52 

53 

54 

59 

64 66 67 71 68 
a a a a a 
1 1 1 
65 72 69 
a a a 

70 
a 

回

b
l
ω
b

m
b
 

n
b
η
b
 

u
b
 

印

b

M
山

b
1侃
b



[
別
表
H
]

『
語
叢
一
ニ
」
竹
簡
類
別
対
照
表
(
※
は
〈
校
読
記
〉
と
分
類
が
異
な
る
簡
を
示
す
。
な
お
、

O
各
類
の
簡
数
(
括
弧
は
〈
校
読
記
v

の
簡
数
)

第
一
類
一
二

O
簡
こ
八
簡
)
第
二
類
・
ニ
九
簡
(
=
一
九
簡
)

郭底楚簡『語叢三Jの再検討(福田)

n w " U 17 W 15 U U U 11 W 9 8 7 6 5 4 3 2 1 事
~~-------------------一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一

喜~c ~~~------------------
震 譲盆j敵遍j融 短撒短撒

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
私

類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類類案
※※※※※  
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42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 物文~ 
---------------------ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

校読号
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一---------------------

横短横短短横横短横短 横短横短横短短横横短短横 横短 横短 横短

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
私

類類類類類類類類類類類類類類類類類類※類※類※類※ 案

M
・
日
の
(
短
撒
)
は
、
図
版
に
よ
り
筆
者
が
補
っ
た
)

第
三
類
一
二
三
簡
こ
五
筒
)

63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 事
---------------------

校霊
一一一一一一一 一一一一一 一一一一一一一---------------------
震語審震喜 善護軍塁審露軍

第第 第第第第第第第第第第第第第第第 第第第第
私

類類 類類類類類類類類類類類類類類類 類類類類
案※ ※ ※ ※  

72 71 70 69 68 67 66 65 64 議

〔一)一ー 一-一ー 一-一一 {一)一一 (一)一一 一-一一 (一)一一 (一)一一 一-一一

校読記〉墨釘 釘墨釘墨 塁釘塁釘昼釘

第第第第第第第第第
私

類類類類類類類類類 案




